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人とつ
ながる　豊かな心を育む　未来に

ひろがる　はむらの学び
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▲市公式サイト

　富士見小学校はむらっ子広場（放課後子ども教室）で、クラフトワークショップ「ミニシュ
ロほうきづくり」を開催しました。
　この事業は、「地域連携による子供の創造性と協調性を育むクリエイティブ体験事業」の
一環として、身近なものを使い、生きる力を育み、創造力の向上を目的としてカシオ計算機
株式会社が企画運営をし、羽村市主催で市内小学校施設を使用して実施したものです。

ミニシュロほうきづくり体験ミニシュロほうきづくり体験ミニシュロほうきづくり体験
カシオ計算機株式会社 羽村市

P2・3  生涯学習推進課
はむらっ子広場 紹介します

富士見小学校はむらっ子広場（放課後子ども教室）

特集



週2日（富士見小はむらっ子広場は週3日）
授業終了後から　夏時間（4月～ 9月）…午後5時まで
　　　　　　　　冬時間（10月・2月・3月）…午後4時30分まで、（11月・12月・1月）…午後4時まで
宿題などの学習、オセロなどのボードゲーム、折り紙や牛乳パックなどを使った手芸・工作、野球やサッカー
などのボール遊び。ハロウィンやクリスマスの飾り付けを行う広場もあります。
放課後の教室や体育館、校庭
小学生は誰でも参加できます。ただし、緊急時の保護者への連絡などのため事前に登録が必要です。
無料

実 施 日
時 間

活動内容

活動場所
参加方法
参 加 費

　子供たちが放課後の時間を安心して楽しく過ごし、自主的な活動ができるよう、小学校の施設を利用して放課後子
ども教室「はむらっ子広場」を実施しています。「はむらっ子広場」は、誰でも参加することができ、地域のボランティ
アや子供たちの見守りを行う指導員の下、安心して活動できる場です。
※学童クラブとは異なり、児童をお預かりするものではありません。御利用には事前登録が必要です。

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
は
、文
部
科
学
省
が
推
進
す

る「
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
」に
基
づ
き
、羽
村

市
が
行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。市
で
は
、「
は
む
ら
っ

子
広
場
」の
名
称
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
は
む
ら
っ
子
広
場
」で
は
、学
校
が
終
わ
っ
た
あ

と
、学
校
内
の
施
設（
教
室
や
体
育
館
、校
庭
）で
、学

習
や
ス
ポ
ー
ツ
、手
芸
や
工
作
な
ど
、子
供
が
や
り
た

い
こ
と
を
自
主
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

実
施
校
の
児
童
は
、学
年
や
保
護
者
の
就
労
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、誰
で
も
登
録
・
参
加
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
「
は
む
ら
っ
子
広
場
」に
参
加
し
た
の
ち
に
、学
童

ク
ラ
ブ
に
参
加
す
る
子
供
も
い
ま
す
。

　
「
は
む
ら
っ
子
広
場
」は
、地
域
の
大
人
の
見
守
り

の
下
、実
施
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
園
の
教
員
だ
っ
た
方
、Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
で
子
供

の
育
成
に
関
わ
っ
て
い
た
方
、子
供
と
触
れ
合
う
こ

と
が
好
き
な
方
な
ど
、幅
広
い
年
代
の
指
導
員
が
、運

営
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
子

供
た
ち
と
一
緒
に
遊
ぶ
な
ど
、活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
だ
さ
る
方
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、地
域
団
体
や
地
域
企
業
の
協
力
に
よ
る
遊

び
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
は
、日
野
自
動
車
株
式
会
社
羽

村
工
場（
現
、ト
ヨ
タ
自
動
車
羽
村
株
式
会
社
）に
よ

る「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
体
験
」を
実
施
し
、毎

回
た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
度
は
、カ
シ
オ
計
算
機
株
式
会
社
の
協

力
を
得
て
、ミ
ツ
ロ
ウ
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
や
シ
ュ

ロ
ほ
う
き
づ
く
り
な
ど
の
ク
ラ
フ
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
す
る
予
定
で
す（
す
で
に
実
施
済
み
の
広

場
も
あ
り
ま
す
）。

　

地
域
の
様
々
な
大
人
が
関
わ
り
、地
域
企
業
の
協

力
を
得
る
中
、子
供
た
ち
を
中
心
と
す
る
世
代
を
超

え
た
交
流
、幅
広
い
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
が

実
現
し
て
い
ま
す
。

　
「
は
む
ら
っ
子
広
場
」で
は
、異
学
年
の
子
供
同
士

が
遊
び
、交
流
し
て
い
ま
す
。様
々
な
学
年
の
子
供
が

多
数
参
加
し
て
お
り
、大
人
と
も
交
流
す
る
中
で
、協

調
性
が
育
ま
れ
、新
し
い
活
動
に
挑
戦
す
る
意
欲
も

育
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
一
人
一
人
が
自
分
の
ペ
ー
ス
で「
生
き

る
力
」を
身
に
付
け
ら
れ
る
場
と
し
て
機
能
し
て
い

ま
す
。

　
「
は
む
ら
っ
子
広
場
」で
は
、子
供
た
ち
一
人
一
人
が

そ
の
日
に
行
う
こ
と
を
考
え
て
、活
動
し
て
い
ま
す
。

　

宿
題
な
ど
の
学
習
、校
庭
や
体
育
館
で
の
ボ
ー
ル

遊
び
、室
内
で
の
お
絵
か
き
や
手
芸
、工
作
な
ど
、子
供

自
身
が
興
味
関
心
の
あ
る
こ
と
を
し
て
過
ご
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
、遊
ぶ
時
間
を
た
っ

ぷ
り
取
る
た
め
に
、先
に
宿
題

を
す
る
よ
う
促
し
、季
節
の
イ

ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
た
活
動
を
提

案
し
て
い
ま
す
が
、誰
と
ど
ん

な
遊
び
を
行
う
か
は
、子
供
次

第
で
す
。

放課後子ども教室「はむらっ子広場」

特 集

安
全
・
安
心
の
居
場
所
で
、

　
　
　
　
　
子
供
た
ち
の
成
長
を
支
援

活
動
の
主
役
は
子
供
た
ち

地
域
全
体
で
子
供
を
育
て
る

子
供
た
ち
の「
生
き
る
力
」を
育
成
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▲��ボランティア
申込フォーム

【問合せ】生涯学習推進課　☎570-0707

申込フォーム、又は直接、生涯学習推進課（プリモホールゆとろぎ）へ連絡して
ください。面談で希望する活動内容や活動場所などを伺います。
賠償責任保険と傷害保険がセットになったボランティア保険に加入し、もし
もの事故に備えます（個人負担はありません）。

　子供たちの放課後の活動をサポートするボランティアを募集しています。得意なことで一緒に遊ぶなど、
子供との関わることが好きな方の御応募をお待ちしています。

申込み

保険加入

小
作
台
小
は
む
ら
っ
子
広
場

�

普
段
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

�

外
遊
び
を
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
子
供
た

ち
は
、
自
由
に
考
え
て
遊
ん
で
い
ま
す
。
教

室
内
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
季
節
ご
と
の
工

作
も
し
て
お
り
、
今
年
は
「
季
節
の
カ
レ
ン

ダ
ー
制
作
」
を
し
て
い
ま
す
！

お
子
さ
ん
の
様
子
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

�

多
く
の
子
が
必
ず
宿
題
を
し
て
か
ら
遊
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
外
遊
び
が
好
き
な
、
元
気

な
子
供
が
多
い
で
す
。
雨
天
の
た
め
外
で
遊

べ
な
い
日
は
、
紙
の
空
箱
な
ど
を
使
っ
て
、

自
由
な
工
作
遊
び
を
す
る
の
が
は
や
っ
て
い

ま
す
。

一
言
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

「
は
む
ら
っ
子
広
場
」は
少
し
の
時
間
で
も
、

異
な
る
学
年
の
子
供
た
ち
で
交
流
が
で
き
る

特
色
が
あ
り
ま
す
。お
家う

ち

で
一
人
で
い
る
子
、

参
加
を
迷
わ
れ
て
い
る
子
、
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
！

放課後子ども教室「はむらっ子広場」 ボランティア募集

主
任
指
導
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー松

林
小
は
む
ら
っ
子
広
場

�

普
段
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す

か
？

�

「
ま
つ
り
ん
ぼ
う
け
ん
や
ま
」
や
砂
場

で
の
遊
び
が
は
や
っ
て
い
ま
す
。
６
月

か
ら
は
「
松
林
小
は
む
ら
っ
子
広
場
」

の
伝
統
遊
び
「
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
」
が
復

活
し
、
日
々
の
活
動
に
盛
り
上
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
！
帰
り
の
会
で
は
、
火

曜
日
に
「
ク
イ
ズ
大
会
」、
木
曜
日
に

は
「
紙
芝
居
」
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

�

お
子
さ
ん
の
様
子
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

�

皆
、元
気
い
っ
ぱ
い
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

１
年
生
の
歓
迎
会
で
は
、
飾
り
作
り
や

紙
芝
居
を
一
緒
に
や
り
ま
し
た
。

一
言
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
誰
で
も
参
加
し
や
す
い
「
は
む
ら

っ
子
広
場
」
づ
く
り
を
目
指
し
て
指
導

員
み
ん
な
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

富
士
見
小
は
む
ら
っ
子
広
場

��
普
段
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

�

ま
ず
最
初
に
「
も
く
も
く
タ
イ
ム
」
と
し
て
、

15
分
間
、
宿
題
や
読
書
に
取
り
組
み
、
心
身

を
落
ち
着
か
せ
る
時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。

「
も
く
も
く
タ
イ
ム
」
終
了
後
は
、
自
由
遊

び
の
時
間
と
な
り
、
は
む
ら
っ
子
広
場
主
催

の
イ
ベ
ン
ト
（「
カ
レ
ン
ダ
ー
作
り
」
や
「
記

録
に
挑
戦
！
」
な
ど
）
を
行
っ
た
り
、
校
庭

や
室
内
で
遊
ん
だ
り
し
て
過
ご
し
ま
す
。

�

お
子
さ
ん
の
様
子
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

�

「
富
士
見
小
は
む
ら
っ
子
広
場
」
は
、
令
和

８
年
度
か
ら
民
間
事
業
者
が
運
営
し
て
い
ま

す
。
新
し
く
な
っ
た
、
は
む
ら
っ
子
広
場
で

は
、
初
め
て
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
興
味
を

も
ち
、
友
達
と
誘
い
合
っ
て
参
加
す
る
様
子

が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
身
体
を
動
か
し
て

遊
ぶ
こ
と
が
大
好
き
な
子
供
た
ち
が
多
く
、

外
遊
び
の
終
了
後
に
は
「
も
っ
と
遊
び
た

い
。」
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

一
言
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

様
々
な
学
び
と
遊
び
の
機
会
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
た
く
さ
ん
の
お
友
達
が
遊
び
に
来
る

の
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い
ま
す
。

▲��詳しくは
　こちら（市
　公式サイト）

▲��登録申込
フォーム
はこちら

ぜひ、登録してください！

▲富士見小はむらっ子広場

▶
松
林
小
は
む
ら
っ
子
広
場

▲小作台小はむらっ子広場
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「
プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ
」か
ら

【
問
合
せ
】生
涯
学
習
推
進
課　
☎
５
７
０-

０
７
０
７

宝
く
じ
お
し
ゃ
べ
り
音
楽
館

　
～
想
い
出
の
ス
ク
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
～

　

一
度
は
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
映
画
音
楽
の
名
曲

を
、曲
間
で
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
の
ト
ー
ク
を
交
え
な
が

ら
お
届
け
し
ま
す
。

日�
時
…
９
月
26
日
㈯　
【
開
場
】午
後
１
時
15
分
～

【
開
演
】午
後
２
時
～　

会
場
…
大
ホ
ー
ル

入�

場
料
…【
一
般
】２
，５
０
０
円
、【
高
校
生
以
下
】

１
，５
０
０
円

出�

演
…
春
風
亭 

小
朝
、島
田 
歌
穂
、小
原 

孝
、他

※�

７
月
４
日
㈯
か
ら
ゆ
と
ろ
ぎ
窓
口
、又
は
ゆ
と
ろ

ぎ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
チ
ケ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
で
発
売

※�

当
公
演
は
、宝
く
じ
の
助

　
成
に
よ
り
特
別
料
金
で

　
御
案
内
し
て
お
り
ま
す
。

期間　7月下旬〜 8月末
　　　月曜休館、ただし祝日の場合は開館し、翌平日が休館となります。
時間　午前9時～午後5時
※開放日は、一般利用がない日です。詳しくは、市公式サイトを御覧ください。

～夏休み学習の場＆フリースペースとして～    
創作室を開放します

　６月の毎週土曜日（全４回）、トレーニング
ルームで、『レッツチャレンジ！はじめての
エアロビクス』を実施しました。エアロビクス
は、音楽に合わせて体を動かし、全身のシェイ
プアップや脳の活性化にもつながる有酸素運
動です。
　今回は、運動初
心者向けの内容
を実施しました。

　トレーニングルームでは、
日替わりでスタジオプログラ
ムを実施しています。今回の
イベントに参加できなかった
方も、初心者向け「ビギナーエ
アロビクス」（毎週火・土曜日午前９時45分～午前
10時45分）にぜひ参加してください。
　また、音に合わせて踏み台を昇り降りする「ステッ
プ」の初心者向けイベントも、11月に
実施予定です。詳しくは、「広報はむら」
や市公式サイトでお知らせします。

レッツ チャレンジ！はじめてのエアロビクス♪レッツ チャレンジ！はじめてのエアロビクス♪

トレーニングルームの利用、スタジオ
プログラムについて（市公式サイト）▶

▲各団体の出演時間
　（市公式サイト）

▲春風亭小朝（左）、島田歌穂（中央）、
　小原孝（右）

詳しくはこちら
（市公式サイト）▶

日�

時
…
８
月
２２
日
㈯

　
【
開
場
】午
後
０
時
３０
分
〜
【
開
演
】午
後
１
時
～

会
場
…
大
ホ
ー
ル

定
員
…
５
３
９
人(

全
席
指
定)　
※
未
就
学
児
入
場
不
可

入
場
料
…
５
０
０
円　
※
ゆ
と
ろ
ぎ
で
販
売
中

企�

画
・
運
営
…
ゆ
と
ろ
ぎ
協
働
事
業
運
営
市
民
の
会

「
風
と
共
に
去
り
ぬ
」（
１
９
５
２
年
日
本
公
開
） 

第
２９
回
ゆ
と
ろ
ぎ
想
ひ
出
の
映
画
鑑
プ
レ
ミ
ア
ム

「
Ｓ
＆
Ｄ
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
ア
リ
ー
ナ
羽
村
」か
ら

【問合せ】スポーツ推進課　☎ 555-0033

イベントニュース

日�

時
…
７
月
１８
日
㈯
・
19
日
㈰　
【
開
場
】午
前

11
時
30
分
〜　
【
開
演
】午
前
11
時
50
分
〜

会
場
…
小
ホ
ー
ル

出�

演
…
劇
団
銀
の
す
ず
２
号
、演
劇
Ｌ
ａ
ｂ
．宙

風
、劇
団
Ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
ｔ（
羽
村
市
立
中
学
校
演

劇
部
）、劇
団
眼
鏡
吟
遊
書
店
、木
村
明
子
、都

立
青
梅
総
合
高
等
学
校
演
劇
部
、都
立
五
日

市
高
等
学
校
演
劇
部
、都
立
羽
村
高
等
学
校

演
劇
部
、都
立
福
生
高
等
学
校
演
劇
部
、朗
読

劇
の
会
ひ
び
き（
五
十
音
順
）

定
員
…
２
５
２
人

入�

場
料
…
無
料

※
申
込
不
要
、直
接
会
場
へ

※�

未
就
学
児
入
場
不
可

※�

各
団
体
の
出
演
時
間

は
、市
公
式
サ
イ
ト
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

第
１１
回

Ｈ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
メ
リ
ー
リ
ボ
ン
演
劇
祭

日�

時
…
７
月
12
日
㈰　
【
開
場
】午
後
０
時
30
分
～

【
開
演
】午
後
１
時
30
分
〜

会
場
…
大
ホ
ー
ル

入�

場
料
…
無
料　
※
ゆ
と
ろ
ぎ
で
配
布
中

定
員
…
６
５
０
人

出�

演
…
富
士
見
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
部
、東
京

ミ
ッ
ド
ウ
エ
ス
ト
吹
奏
楽
団
ジ
ュ
ニ
ア
部
、

日
本
航
空
高
等
学
校
石
川
吹
奏
楽
団
・
ダ
ン

ス
部
、青
梅
市
青
少
年
吹
奏
楽
団
、羽
村
市
吹

奏
楽
団

※�

当
日
は
吹
奏
楽
体
験
、能
登
半
島
復
興
支
援

の
募
金
を
行
い
ま
す
。

合
同
吹
奏
楽
コ
ン
サ
ー
ト

子
供
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
体
験
事
業

静かに学習したり、フリースペースでは
おしゃべりやゲームもできます。
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羽
村
堰
は
、今
か
ら
３
７
３
年
前
の
承
応
二
年（
１
６
５
３
年
）に

多
摩
川
か
ら
玉
川
上
水
へ
取
水
す
る
た
め
に
造
ら
れ
ま
し
た
。

　
電
気
や
建
設
機
械
も
ま
だ
な
い
時
代
に
、先
人
た
ち
の
創
意
工
夫

が
大
工
事
を
可
能
と
し
ま
し
た
。築
造
当
時
の
羽
村
堰
の
構
造
や
そ

こ
に
込
め
ら
れ
た
土
木
・
治
水
技
術
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

「
郷
土
博
物
館
」か
ら

【
問
合
せ
】
郷
土
博
物
館　
☎
５
５
８-

２
５
６
１

大お
お

堰ぜ
き

通ど
お

り

　

横
堰
か
ら
続
く
部
分
で
、普

段
は
水
門
へ
水
を
導
く
役
割
や
、

川
底
が
水
流
に
削
ら
れ
て
低
く

な
る
こ
と
を
防
ぐ
役
割
、川
の

流
れ
の
場
所
を
維
持
す
る
役
割

を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、増
水
時
に
は
水
流

の
勢
い
を
弱
め
る
役
割
が
あ
り
、

多
機
能
な
構
造
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。

横よ
こ

堰ぜ
き

　

三
角
枠
が
横
一
列
に
並
べ
ら

れ
て
お
り
、堰
の
他
の
部
分
よ
り

も
簡
単
な
造
り
を
し
て
い
ま
す
。

　

大
雨
な
ど
で
多
摩
川
が
増
水

し
た
際
に
は
、こ
の
部
分
か
ら

水
流
を
逃
が
し
、水
門
へ
向
か

う
水
の
勢
い
を
抑
え
る
役
割
が

あ
り
ま
す
。

江
戸
時
代
の
羽は

村む
ら

堰ぜ
き

の
構
造
に
つ
い
て
②

▲�横堰（青の実線で囲んだ部分）と大堰通
り（紫色の破線で囲んだ部分）『上水記』
第2巻(東京都水道歴史館所蔵)を加工

【
問
合
せ
】
図
書
館　
☎
５
５
４-

２
２
８
０

「
プ
リ
モ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
む
ら
」か
ら

▶�「
家
読
コ
ー
ナ
ー
」の
展
示
の
様
子

「
家う

ち

読ど

く

」始
め
て
み
ま
せ
ん
か

　
「
家
読
」と
は「
家
族
ふ
れ
あ
い
読
書
」の
略
語
で
、「
う

ち
ど
く
」と
読
み
ま
す
。

　
家
族
で
同
じ
本
を
読
ん
だ
り
同
じ
時
間
に
読
書
し
た

り
、本
を
活
用
し
て
交
流
の
時
間
を
増
や
し
、絆き

ず
な

を
深
め

る
活
動
を「
家
読
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

◆
家
読
の
効
果
は
？　

①
本
を
読
む
き
っ
か
け
を
つ
く
る
。

②
家
族
で
同
じ
時
間
を
共
有
で
き
る
。

③�

家
族
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
、絆
が
深

ま
る
。

◆
ど
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
い
い
の
？　

①
同
じ
本
を
家
族
で
読
む
時
間
を
作
っ
て
楽
し
む
。

　
・
読
み
聞
か
せ

　
・
家
族
で
お
は
な
し
会
ご
っ
こ

②�

家
族
で
読
書
の
時
間
を
決
め
て
、同
じ
時
間
に
そ
れ

ぞ
れ
読
み
た
い
本
を
読
ん
で
、感
想
を
教
え
合
う
。

　
・�

子
供
が
選
ん
だ
本
を
大
人

も
読
ん
で
み
る
。

　
・�

子
供
が
選
ん
だ
本
と
同
じ

分
野
の
本
を
読
ん
で
み
る
。

　
「
家
読
」の
や
り
方
に
決
ま
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。子
供
が
読
書

習
慣
を
身
に
付
け
る
に
は
、「
本

を
読
む
の
が
楽
し
い
。」と
感
じ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

毎
日
で
な
く
て
い
い
の
で
、子
供
と
本
を
楽
し
む
時

間
を
も
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

③
読
書
手
帳
を
活
用
す
る
。

　
「
よ
む
ち
ょ
」、「
読
書
手
帳
」に
読
ん
だ
本
の
記
録
を
つ

け
て
、時
々
振
り
返
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
ど
ん
な
本
を
選
べ
ば
い
い
の
？　

①�

図
書
館
で
お
勧
め
の
本
を「
う
ち
ど
く
セ
ッ
ト
」に
し

て
用
意
し
て
い
ま
す
。気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

②�

図
書
館
作
成
の「
お
す
す
め
本
の
リ
ス
ト
」も
あ
り
ま
す
。

　
・
赤
ち
ゃ
ん
～
幼
児
向
け「
よ
ん
で
よ
ん
で
」

　
・�

小
学
生
向
け「
ほ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
」「
み
ど
り
の
ま
ど
」

　
・
中
学
生
・
高
校
生
向
け「
ヤ
ン
グ
ス
ク
ラ
ッ
チ
」

▲�子育て支援について
　（図書館公式サイト）
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市
内
に
住
所
を
有
す
る
児
童
・
生
徒
の
保
護

者
の
う
ち
、経
済
的
な
理
由
に
よ
り
教
育
費
の
支

出
が
困
難
な
方
に
対
し
、所
得
に
応
じ
て
教
育
費

の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。
今
年
度
の
申
請
は
随

時
受
付
し
て
い
ま
す
の
で
、希
望
す
る
方
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

保護者負担軽減について

【問合せ】学校教育課学務係（内線356～358）学務係からのお知らせ

就
学
援
助
費
の
申
請
に
つ
い
て

学校行事などに要する経費

７
月
中
旬
　
市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
へ『
就

学
時
健
康
診
断
』の
日
程
案
内
を

通
知
し
ま
す
。

９
月
初
旬
　
新
一
年
生
の
家
庭
へ『
就
学
時
健

康
診
断
』の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

10
〜
11
月
　
各
小
学
校
に
て『
就
学
時
健
康
診

断
』を
実
施
し
ま
す
。

１
月
中
旬
　
新
一
年
生
の
家
庭
へ
『
小
学
校
入

学
通
知
書
』
を
送
付
し
ま
す
。

1
〜
２
月
　
各
小
学
校
に
て『
新
入
生
保
護
者

説
明
会
』を
実
施
し
ま
す
。

 

４
　
月  

　
入
学
式

　
　
　
　
　※

保
護
者
の
皆
様
に
は
、『
小
学
校

入
学
通
知
書
』を
御
提
出
い
た
だ
き

ま
す
。

小
学
校
入
学
ま
で
の

　
　
　
　
　流
れ
に
つ
い
て

　
羽
村
市
で
は
住
所
に
よ
っ
て
入
学
す
る
指
定

学
校
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
学
区
域
は
、
住
所
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。左
記
略
図
は
、
目
安
と

し
て
御
確
認
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
お
住
ま
い
が
ど
の
学
校
の
学
区
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
か
は
、
市
公
式
サ
イ
ト
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。御
覧
い
た
だ
く
か
、
学
校
教
育
課
学

務
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

トヨタ自動車
羽村株式会社

小作駅
羽村駅

羽村市役所

郷土博物館

小作台小学校

羽村西小学校
羽村東小学校

武蔵野小学校
松林小学校

栄小学校
富士見小学校

S＆Dスイミングプラザ羽村
（スイミングセンター） 横田基地

プリモホールゆとろぎ
（生涯学習センターゆとろぎ）
プリモライブラリーはむら
（図書館）

S&Dスポーツアリーナ羽村
（スポーツセンター）▲小学校通学区域

　（市公式サイト）

　市立小・中学校に在籍する児童・生徒の保護者に対し、学校行事などに要する経費の一部について
補助金を支出し、保護者負担軽減と小・中学校教育の充実を図っています。

▲就学援助制度
　（市公式サイト）

対　象　項　目 対　象　学　年 軽　減　額

副教材費
小学校全児童 680円／毎年
中学校全生徒 800円／毎年

日本スポーツ振興センター負担金
（学校管理下における災害共済掛け金）

小学校全児童
中学校全生徒 935円／毎年

音楽会等参加費・交通費 小学校対象児童 基準により支出／毎年
演劇鑑賞教室補助金 小学校全児童 420円／毎年

社会科見学バス借上料 小学校 4年又は 6年生
（在学中 1回） 全額

課外部活動大会参加費・生徒派遣費 中学校対象生徒 基準により支出／毎年

移動教室等（修学旅行）補助金

小学校 5年生 3,000 円
小学校 6年生 5,000 円
中学校 1年生 5,000 円
中学校 3年生 10,000 円

卒業記念品代補助金
小学校 6年生 1,500 円
中学校 3年生 1,800 円
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教教  

育育  

随随  

想想

　
　
教
育
長
職
務
代
理
者

羽
村　
章

▲講演会申込
　フォーム

「
特
性
の
あ
る
子
供
の
成
長
に

　
向
け
た
大
人
の
関
わ
り
方
」

　

近
年
、発
達
障
害
等
の
特
性
の
あ
る

子
供
が
増
加
し
て
い
ま
す
。子
供
た
ち

の
成
長
を
支
え
る
大
人
は
、ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。本
講
演
で
は
、教
室
内
に
お

け
る
子
供
た
ち
へ
の
指
導
法
を
は
じ

め
、学
校
や
家
庭
に
お
い
て
、子
供
を
理

解
し
支
援
す
る
上
で
大
切
な
視
点
や
、

成
長
を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
大
人
の

関
わ
り
方
等
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

日
時　
８
月
２５
日
㈫　
午
前
１０
時
～
正
午

場�

所　
プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ

　
　
　
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

定
員　
９０
人（
事
前
申
込
）

申
込
開
始　
７
月
６
日
㈪　
午
前
９
時
～

申�

込
方
法　

電
話
、又
は
二
次
元
コ
ー

ド
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
入

力
の
上
、お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

講��

師　
東
京
学
芸
大
学
学
生
支
援
セ
ン

タ
ー
・
教
職
大
学
院　
准
教
授

　
小
林 

玄　
氏

【
問
合
せ
】教
育
支
援
課

　
　

  

特
別
支
援
教
育
係（
内
線
３
５
９
）

��

▲奨学金制度
　(市公式サイト）

▲答申内容の詳細はこちら
　（市公式サイト）

▲ �( 右から ) 川津議長、
　儘田教育長、江上副議長

「
社
会
教
育
委
員
の
会
議
」か
ら

教
育
委
員
会
へ
答
申
を
提
出
し
ま

し
た

　

羽
村
市
社
会
教
育
委
員
の
会
議
は
、令
和
７

年
10
月
30
日
に
教
育
委
員
会
か
ら「
第
二
次
羽

村
市
生
涯
学
習
基
本
計
画
後
期
基
本
計
画
策
定

に
向
け
た
羽
村
市
の
生
涯
学
習
に
対
す
る
意
見

聴
取
」に
つ
い
て
諮
問
を
受
け
ま
し
た
。令
和
７

年
10
月
か
ら
令
和
８
年
２
月
ま
で
、延
べ
４
回

に
わ
た
り
審
議
を
進
め
、令
和
８
年
３
月
25
日

に
答
申
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

高
等
学
校
や
大
学
等
の
入
学
金
、授
業
料
等

に
係
る
奨
学
金
制
度
を
市
公
式
サ
イ
ト
や
窓
口

で
案
内
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〈
主
な
制
度
〉

・
羽
村
市
入
学
資
金
融
資
制
度

・
東
京
都
育
英
資
金

・
国
の
教
育
ロ
ー
ン　
な
ど

高
等
学
校
・
大
学
等
の
入
学
に

向
け
た
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】生
涯
学
習
総
務
課
総
務
係（
内
線
３
５
４
）

【
問
合
せ
】生
涯
学
習
推
進
課　
☎
５
７
０ｰ

０
７
０
７

特
別
支
援
教
育
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　
「
教
授
錯
覚
」
と
は
、
自
分
が
理
解
し
て
い
る
こ
と
は
相
手
も
理
解
で
き
て
い
る
は
ず
だ
と
思
い

込
み
、
教
わ
る
側
の
立
場
や
理
解
の
過
程
を
十
分
に
想
像
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
や
高
等
学
校
の
教
員
と
は
異
な
り
、
大
学
教
員
に
な
る
た
め
に
は
必
ず
し
も
教
員

免
許
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
歯
科
大
学
で
40
年
間
教き

ょ
う

鞭べ
ん

を
執
っ
て
き
ま
し
た
が
、
大
学
院
を

修
了
し
て
教
員
に
な
っ
た
当
時
は
、
教
育
学
に
関
す
る
知
識
も
教
育
技
術
も
ほ
と
ん
ど
持
ち
合
わ
せ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
は
、「
患
者
は
医
師
に
任
せ
て
お
け
ば
よ
い
。」
と
い
う
考
え
方
が
ま
だ

色
濃
く
残
っ
て
い
た
時
代
で
も
あ
り
、
教
育
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
が
現
在
ほ
ど
重
視

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
現
在
で
は
、
医
療
系
大
学
に
お
い
て
も
教
育
学
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
学
び
の
機
会
が
設
け
ら
れ
、
教
育
者
と
し
て
の
資
質
向
上
が
求
め
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
が
大
学
の
幹
部
教
員
と
な
っ
た
頃
、
歯
科
医
師
養
成
機
関
の
指
導
的
立
場
に
あ
る
教
員
を
対

象
と
し
た
教
育
研
修
に
参
加
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
富
士
山
麓
の
研
修
施
設
に
約
１
週
間
滞

在
し
、
朝
か
ら
晩
ま
で
討
論
や
発
表
を
繰
り
返
す
集
中
型
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
し
た
。
そ
の
研
修

で
初
め
て
耳
に
し
た
言
葉
が
「
教
授
錯
覚
」
で
し
た
。

　
こ
の
概
念
に
触
れ
た
と
き
、
私
は
大
き
な
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
担
当
し
て
き
た
学
生

た
ち
の
中
に
は
、
私
の
意
図
と
は
裏
腹
に
、
授
業
に
つ
い
て
い
け
ず
、
十
分
に
理
解
で
き
な
い
ま
ま

取
り
残
さ
れ
て
い
た
学
生
が
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
す
。
教
員
と
し
て
「
教
え
た
。」

と
い
う
事
実
と
、
学
生
が
「
学
ん
だ
。」
と
い
う
事
実
は
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
に
、
改
め
て

気
付
か
さ
れ
た
の
で
す
。

　
教
授
錯
覚
は
、
教
育
の
場
面
だ
け
で
な
く
、
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お

い
て
起
こ
り
得
ま
す
。
そ
の
た
め
私
は
、
自
分
な
り
の
予
防
策
と
し
て
三
つ
の
こ
と
を
心
掛
け
て
い

ま
す
。

　

第
一
に
、
相
手
に
「
分
か
り
ま
し
た
か
。」
と
安
易
に
尋
ね
な
い
こ
と
で
す
。
教
わ
る
側
は
遠
慮

や
気
遣
い
か
ら
、
本
当
は
理
解
で
き
て
い
な
く
て
も
「
は
い
。」
と
答
え
て
し
ま
う
こ
と
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
第
二
に
、
伝
え
る
内
容
を
で
き
る
だ
け
整
理
し
、
簡
潔
に
す
る
こ
と
で
す
。
人
が
一
度
に
理
解
し
、

記
憶
で
き
る
情
報
量
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
絞
り
込
み
、
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
第
三
に
、
初
心
を
忘
れ
な
い
こ
と
で
す
。
自
分
が
学
習
者
だ
っ
た
頃
を
常
に
思
い
出
し
、「
当
時

の
自
分
な
ら
、
こ
の
説
明
で
本
当
に
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
か
。」
と
自
問
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
心
掛
け
て
い
て
も
、
教
授
錯
覚
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
教
え
る
者
は
常
に
謙
虚
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
教
え
る
こ
と
は
知
識

を
伝
え
る
行
為
で
あ
る
と
同
時
に
、自
ら
の
教
育
を
振
り
返
り
、学
び
続
け
る
営
み
で
も
あ
り
ま
す
。

教
授
錯
覚
の
存
在
を
忘
れ
ず
、
学
習

者
の
立
場
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
教

え
な
が
ら
学
び
続
け
る
姿
勢
こ
そ
が
、

教
育
者
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
心
構

え
で
あ
る
と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

教
授
錯
覚
の
戒
め
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教育相談室
適応指導教室
ハーモニースクール・はむら

I N FORMAT ION 羽村市役所（代表）Tel 555-1111
プリモホールゆとろぎ 
プリモライブラリーはむら（図書館）

S＆Dスポーツアリーナ羽村
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　特定非営利活動法人羽村市スポーツ協会及び羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、
市のスポーツや文化を推進していくための団体です。

「はむらの教育」を御覧になった意見・感想をお聞かせください
　　掲載内容の充実を図ることを目的として、御覧になった意見や感想をお聞かせください。
　頂

ちょう

戴
だい

した意見等は、今後の紙面作りの参考といたします。 ▲ �意見等の
　入力フォーム
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５
月
16
日
㈯
、プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、令
和

８
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

⑴
令
和
７
年
度
事
業
報
告

⑵
令
和
７
年
度
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告

⑶
令
和
８
年
度
理
事
及
び
監
事
の
選
任（
案
）

⑷
令
和
８
年
度
事
業
計
画（
案
）

⑸
令
和
８
年
度
活
動
予
算
書（
案
）

　
令
和
７
年
度
の
事
業
報
告
や
決
算
・
監
査
報
告
、組
織
の
ス
リ
ム
化

等
を
図
る
た
め
の
役
員
・
理
事
の
人
数
を
削
減
し
た
理
事
・
監
事
の
選

任
案
、令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
案
や
活
動
予
算
書
案
の
全
て
の
議
事

が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
役　
員
】

　
会　
　
長　
中
溝　
正
治

　
副  

会  

長　

�

中
根　
透

　
　
　
　
　
　
本
田　
文
栄（
事
務
理
事
兼
任
）

　
　
　
　
　
　
山
下　
博
彦（
常
務
理
事
兼
任
）　

　
議
事
終
了
後
、「
羽
村
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
表
彰

規
程
」に
基
づ
く
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

〇
体
育
功
労
者

　

�　
長
年
に
わ
た
り
、加
盟
団
体
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
と
振
興

等
に
貢
献
し
、功
労
が
顕
著
な
者

　
　
軟
式
野
球
連
盟　
　
　
枝
窪　
基 

さ
ん

　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟　
助
廣　
典
子 

さ
ん

　
　
サ
ッ
カ
ー
協
会　
　
　
寺
島　
昌
三 

さ
ん

〇
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者

　

�　
一
定
規
模
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場
し
、優
秀
な
成
績
を
挙

げ
た
者

　
　
陸
上
競
技
ク
ラ
ブ　
　
眞
鍋　
憲
弘 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上　
莉
里
加 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
立　
悠 

さ
ん

令
和
８
年
度
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

令
和
８
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た

▲�通常総会の様子

　
５
月
23
日
㈯
、プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、令
和
８
年
度
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
第
57
回
羽
村
市
文
化
祭
を
始
め
、役
員

一
同
、羽
村
市
の
芸
術・文
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

⑴
令
和
７
年
度
事
業
報
告

⑵
令
和
７
年
度
会
計
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告

⑶
令
和
８
年
度
役
員
、理
事
・
会
計
監
事
選
出（
案
）

⑷
令
和
８
年
度
事
業
計
画（
案
）

⑸
令
和
８
年
度
会
計
予
算（
案
）

※
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
役　
員
】（
敬
称
略
）

　
会　
　
長　
成
瀬　
和
子

　
副 

会 

長　
濱
中　
俊
男
、髙
橋　
修
次
、

　
　
　
　
　
　
橋
本　
久
美
子

　
会　
　
計　

�

小
山　
洋
子（
事
務
局
兼
任
）、

　
　
　
　
　
　
古
川　
秋
子

　
常
任
理
事　

�

池
永　
貴
代
子
、井
上　
寛
子
、

　
　
　
　
　
　
武
藤　
陽
子
、佐
々
木　
康
雄

　
理　
　
事　

�

川
上　
初
江
、荒
川　
美
穂
、

　
　
　
　
　
　
永
尾　
雅
子
、中
根　
千
恵
子
、

　
　
　
　
　
　
柴
田　
栄
子
、小
林　
美
恵
子
、

　
　
　
　
　
　
結
城　
康
一
、小
作　
弘
美
、

　
　
　
　
　
　
赤
池　
桂
子

　
会
計
監
事　
志
田　
保
夫
、

　
　
　
　
　
　
雨
倉　
千
恵
子


